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　3月期決算発表以降の日経平均株価は39,000
円近辺で上値が重くなっている。一方、TOPIX
は底堅く推移しており、３月22日高値(2813pt)
まで約2％に一時近づいた。2025年3月期純利
益の会社計画は、日経225銘柄(183銘柄中172
銘柄)で前期比－3.4％。プライム企業は同－5％
だが、トヨタ自動車を除くと同－2.0％でマイナ
ス幅が縮小する。
　例年、期初の会社計画は慎重で9月中間決算に
向けて上方修正や株主還元が増える傾向にある。
今期も①会社前提以上の円安傾向、②実質所得の
伸びによる内需回復、③堅調な米国経済や中国経
済の底入れ等が、業績上方修正要因になろう。さ
らに、今期の自社株買い発表は6.8兆円(5月24
日時点)で過去最高水準にある。
　銘柄としては、好配当･自社株買い関連の他、
金利水準の高まりから銀行株。国内外での原発見
直し機運、生成AI用データセンターや半導体工
場向け電力需要増加の思惑から電力関連株などに
注目したい。 (5/28 田部井)

6月の展望 慎重な業績計画からボックス圏を抜け切れない展開

5月の銘柄・業種別騰落率（4/30→5/27）決算発表一巡で銘柄の絞り込みが必要
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◇対時価総額と対資産規模から割安感、比較的金利上昇に強く株主還元期待も
（選択条件）
・東証プライム、スタンダード市場上場、金融除く。直近実績期のネットキャッシュ倍率（時価総額÷(手元流動性ー有利子負
　債))2.5倍未満の正の値、ネットキャッシュ比率((手元流動性ー有利子負債)÷総資産)30％以上、Ｄ／Ｅレシオ(有利子負
　債比率）0.2倍以下。今期会社予想営業利益伸び率-5.0％以上(基準変更含む)、予想PER18倍未満。無配・配当未定除く。
　対52週移動平均カイ離-5％以上、売買代金25日平均3000万円以上。

キャッシュリッチ銘柄銘柄
スクリーニング
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特 集

　24.3期末と24.12期1Q(1-3月)の決算が出揃った(図表1、2)。プライム市場の金融を除く24.3期は
前期比売上高4％増、営業利益17％増、経常利益14％増、当期利益16％増。自動車生産の回復と円安で
トヨタ(7203)、ホンダ(7267)など自動車株、原発再稼働で関西電力(9503)など電力株が増益となっ
た影響が大きい。一方、海上運賃の下落で日本郵船(9101)など海運株、大型薬特許期切れ影響で最終赤
字となった住友ファーマ(4506)など医薬品は減益となった。
　25.3期会社計画は発表分で前期比売上高3％増、営業利益4％増、経常利益6％減、当期利益5％減。自
動車株、電力株が前期からの反動減益を見込んでいるが、保守的な傾向。
　24.12期1Q実績は前年同期比売上高5％増、営業利益4％増、経常利益8％増、当期利益8%増。半導
体材料の販売が好調なレゾナック(4004)、為替と石油の前提を見直したINPEX(1605)などが、通期計
画を上方修正した。

　自社株買いの設定額は5月24日時点で6.8兆円
と、同時期としては過去最高水準にある(図表
3)。
　22年の東京証券取引所の上場維持基準の変更
や資本コストを意識した経営の推進により、政
策保有株の売却や、株主還元の強化が進んでい
る。自社株買いによる実質的な株主還元は、株
価への評価にもつながろう。
　24年4月以降で発表額が大きい企業は、トヨタ、
三菱商事(8058)、日本郵政(6178)、ホンダ、
KDDI(9433)、ソニーG(6758)など。 (大部)

直近決算集計

Ⅰ プライム市場の24.3期末当期利益は前期比16％増も、25.3期は減益予想

Ⅱ 自社株買いの設定額は過去最高ペース　



ⅠPO
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グロース全般は見送られ一段安



Report 2024.6

Report 2024 June○19

6月の
スケジュール インフレと主要中銀の金融政策を注視


